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【実践報告４】 

カリキュラム・マネジメントの在り方に関する研究の取組 

－ 「本気」「話し合い」「創造」をキーワードに － 

新城市立八名中学校 教諭 原 正樹 

 

１ はじめに 

 八名中学校は，新城市の南部，静岡県との県境に位置し，校区には国の重要文化財の望月家住宅，宇

利城址，夜泣き石古墳群などの歴史的遺産が多く残っている。また，吉祥山や大原調整池周辺の生態系

をはじめ,豊かな自然に囲まれ，天王祭や庭野歌舞伎等，昔からの文化が引き継がれており，学習資源に

恵まれている。本校に通う生徒は，三世代で暮らしている生徒が多く，安定した生活を送っている。地

域は学校教育に理解があり，教育活動に対してとても協力的である。そんな環境の中で育った生徒は落

ち着いた学校生活を送り，授業や部活動，行事にも真面目に取り組むことができる。その反面，受け身

的な行動が目立ち，自分で課題を見つけ，解決していく姿があまり見受けられない。 

平成 28・29 年度，新城市教育委員会から「体・知・徳」の教育活動推進事業による研究委嘱を受け，

「郷土学習」に関わる研究発表を行った。主題を「郷土に愛着をもち，思いを表現する生徒の育成」と

定め，郷土を見つめ直し，将来にわたり，魅力的で住みやすい町にするために，追究を深めてきた。 

平成 30 年度には，愛知県総合教育センターより「カリキュラム・マネジメントの在り方に関する研

究」の研究協力校に委嘱された。カリキュラム・マネジメントに関する本校教職員の当初の認識は，各

教科の学習内容を関連させるために，年間の学習内容を見直していくものであるといった程度であった。

しかし，研究を進めていくと，カリキュラム・マネジメントとは教育目標の達成を目指して，教科や行

事等，全ての学校教育活動をつなぎ，共通して本校の生徒に必要とされる資質・能力を高められるよう

に指導することが基本的な考えであることを理解することができた。そこで，本校では教育目標の実現

に向けて，カリキュラム・マネジメントの視点でこれまでの教育活動を見直していくこと，同時に「郷

土学習」の研究で培った生徒の表現力を更に伸ばすことを目的とし，研究に取り組むことにした。 

 

２ 研究の経過 

 (1) カリキュラム・マネジメントについて理解し，教育目標（目指す子どもの姿）の共通理解を図る 

  （グランドデザインの作成） 

 ① 学校の教育目標の実現に向けた現状の把握 

   ア 生徒についての現状分析（現状把握シート） 

   イ 学校の内部・外部環境の分析（ＳＷＯＴ分析シート） 

   ウ 学校の現状と課題の把握（カリキュラム・マネジメント検討用シート） 

 ② 学校の特色づくりに向けた取組 

  ・学校の現状・課題・将来像に基づいた学校経営の共有化 

   （カリキュラム・マネジメント分析シート） 
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③ グランドデザインの作成 

 ア 組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 学校経営や教育実践の有効性や優先順位の明確化 

   （カリキュラム・マネジメント実行策対策シート） 

 (2) 育成を目指す資質・能力と関連付けた授業改善 

  ① 各教科等で育成を目指す資質・能力の検討 

   （資質・能力の育成に向けたカリキュラム・マネジメントシート） 

   （各教科でのカリキュラム・マネジメントシート） 

  ② 育成を目指す資質・能力との関連を意識した授業実践 

 (3) 学校の教育目標の実現に向けた取組 

 月 取    組 掲載ページ 

研
究
一
年
目 

６月 カリキュラム・マネジメントの在り方の研修，教育目標の分析  

７月 検討用シート・現状把握シートの研修 ｐ.4 

９月 内・外部把握ＳＷＯＴ分析シートの研修 ｐ.4 

10 月 実行対策シートの研修，分析シートの検討 ｐ.7 

12 月 
グランドデザインを検討 
各教科のカリキュラム・マネジメントの研修・検討 

ｐ.7 
ｐ.13 

３月 各教科の年間計画作成（他教科とのつながりの記載） ｐ.12 

研
究
二
年
目 

４月 

教職員検討用シートの調査 
生徒アンケート調査 
学校目標の共通理解（生徒集会） 
グランドデザイン・各教科のカリキュラム・マネジメントを再検討 
グランドデザインの保護者への説明（ＰＴＡ総会） 
八名中学校の教育課題の共有化 

ｐ.4，6 
ｐ.19 
ｐ.9 
ｐ.13 
ｐ.8 
 

５月 各教科のカリキュラム・マネジメントの焦点化検討 ｐ.13 

６月 
カリキュラム・マネジメント校内授業研究 
・３年 理科   ・２年 英語・国語 

ｐ.15，16 

７月 １学期の取組の振り返り（レポート作成・提出） ｐ.18 

８月 
カリキュラム・マネジメント指導案修正検討 
カリキュラム・マネジメント授業事前検討 

ｐ.18，19 

９月 
教職員検討用シートの調査，生徒アンケート調査 
カリキュラム・マネジメント公開授業研究 
 ・公開授業   ・指定授業 １年 音楽 

 

10 月 
カリキュラム・マネジメント校内授業研究 
・３年 英語   ・２年 数学・社会 

ｐ.19，20 

分析・学校課題の設定 

 

情報収集 

生徒の実態把握 

地域・学校の強み・弱み確認 

（保護者・ふるさと先生・ 

歴史・文化・自然） 

グランドデザイン 

学校目標と重点目標共通理解 

↓ 

グランドデザイン共通理解 

（生徒・職員・保護者） 

現職研修三つの部会で検討 

・生きる力推進部 

（共育，基礎基本の定着について考える部会） 

・カリキュラム・マネジメント推進部 

（教育課程，指導計画の編成・検討する部会） 

・教師力向上推進部 

（授業研究のあり方，道徳指導について考える部会） 

カリキュラム・マネジメント委員会で検討 

（校長・教頭・教務主任・研究主任） 
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 (4) 評価・改善について 

  ① 学校の教育活動全体を通した取組の評価 

  ② 「教育目標（目指す子どもの姿）に近づいているかどうか」の評価 

３ 研究の目的 

(1) 目指す生徒像 

本校の教育目標である「感動・創造・貢献の喜びを共に」を実現するために，身に付けさせたい力を

教職員で検討し，以下のような生徒像を目指していくことにした。 
 

・授業や行事，さまざまな教育活動において，本気になって取り組むことができる生徒 

・課題について自分事として捉え，積極的に話し合うことができる生徒 

・既習内容，経験を生かし，新しいものを創り出すことができる生徒 
 

 (2) 研究の仮説と手だて 

目指す生徒像に近づけられるように，以下のような仮説を設定した。 
 

生徒と教職員が学校の教育目標を共有し，生徒が主体的に活動できる場を創出することで，本気に

なって課題に向かい，課題解決のために議論し，新たな考えをつくり出すことができるであろう。 
 

教職員が意思統一し，教育目標の達成を目指した教育課程を編成するための手だてとして，各種カリ

キュラム・マネジメントシートを利用していく。このシートを使うことで，本校の現状を洗い出し，教

育活動全体を分析し，見直しを進めていく。そして，その実践の評価を適切に行っていくように考えた。 

さらに，本校でカリキュラム・マネジメントを進めるに当たって，カリキュラム・マネジメント委員

会と三つの部会を組織することにした。カリキュラム・マネジメント委員会とは，校長，教頭，教務主

任，研究主任で構成し，三つの部会を経験年数，担当学年等が異なるグループで組織する。三つの部会

は学校の教育活動について話し合ったり，行事計画を立てたりする基本の集団とした。小グループで話

し合うことで，一人一人の教職員が各種の教育活動について自分事として捉え，よりよい学校にしてい

こうとする意識を高めることがねらいである。 

 

４ 研究の内容と実践 

 (1) 教育目標（目指す子どもの姿）の共通理解を図るための校内研修 

 ① 学校の教育目標の実現に向けた現状の把握 

   ア 生徒についての現状分析（現状把握シート） 

現職研修の時間に現状把握シートを利用して，本校の生徒の実態，強みと弱みについて洗い出した。

生徒の現状を基に，学校目標「感動・創造・貢献の喜びを共に」の達成に向けて，生徒に「どんな力を

身に付けなければならないのか」「重点目標はどうすればよいのか」等，意見交換を行った。 

「感動」という視点については「何事にも真面目に取り組んでいるが，本気かどうかと考えると少し

厳しいので，感動は生まれていない」「行事や部活動等で，あまり生徒の流す悔し涙やうれし涙を見ら

れない」「朝のスピーチはやらされている感が強く，意欲的で感動を生む活動になっていない」「意見

交換で終わっている」等の意見が出された。 

「創造」という視点については，「生徒が自分の意思で新しいものをつくり出す場面が設定されてい

ないのではないか」「教師主導な場面が多い」という教師側の反省が聴けた。 

「貢献」という視点では，「友達と力を合わせること，地域の行事に参加したり，地域のために動い

たりすることは，前年度までの総合的な学習の時間の取組が生かされ，貢献ができるようになってきて

いる」「自然な姿で人のために，地域のためにという動きができている」という意見が出された。 
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この話し合いを基に，カリキュラム・マネジメント委員会で重点目標について検討し，以下のように，

資質・能力の育成を目指すことに決定した（資料１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 学校の内部外部環境の分析（ＳＷＯＴ分析シート） 

重点目標の達成のために，学校の内外環境についてＳＷＯＴ分析を行い，本校の環境について整理し

た。部会に分かれて学校の内部環境の強みと弱みを明らかにするとともに，外部環境の支援的要因と阻

害的要因に分類し，特色ある学校教育活動はどんなものがあるのか，学校目標を達成するための手だて

は何なのか検討した（添付資料１）。 

外部環境では，保護者や地域の方々を学校の教育活動に巻き込み，教育資源を利用しながら上手に学

校運営をしていくことが大切であることが分かった。また，内部環境では少ない教職員でも活動を工夫

し，素直に物事を捉えられる長所のある生徒の力を伸ばしていけるように努力していこうと考えた。 

   ウ 学校の現状と課題の把握（カリキュラム・マネジメント検討用シート） 

研究１年目，全教職員14名を対象にカリキュラム・マネジメント検討用シートに取り組んだ。添付資

料２は検討用シートの一部の項目をリストアップしたものである。その結果，教育目標の理解について

は，全教職員がある程度できていることが分かった。カリキュラムのＰＤＣＡサイクルの実践について

は，教職員に浸透していないことが明らかになった。リーダーシップに関しては，「リーダーシップを

発揮しているかどうかと考えると厳しい感じがする」という意見が出ていた。学校をよりよくするため

に，教職員を引っ張る力にもの足りなさを感じられる結果となった。学校目標達成のために，カリキュ

ラムを見直し，改善していくことと，リーダーを育成することが，本校の課題であるとカリキュラム・

マネジメント検討用シートの集計から考察した。 

 ② 学校の特色づくりに向けた取組 

・学校の現状・課題・将来像に基づいた学校経営の共有化 

今までのカリキュラム・マネジメントシートのまとめを基に分析シートの作成を行った。研究主任が

データの分析を行い，カリキュラム・マネジメント委員会でカリキュラム・マネジメント分析シートの

検討を行った（添付資料３）。 

カリキュラム・マネジメント分析シートからは，教育活動の根幹である教育目標の共通理解が十分で

ないため，授業や行事等での生徒の資質・能力の育成につながっていないのではないかと考察した。 

  ③ グランドデザインの作成 

   ア 組織体制 

分析シートの結果から，本校の教育活動において全教職員の意思統一，共通理解を図ることが大切で

【資料１ 自校の教育目標の実現に向けた現状把握】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・疑うことに慣れていない  

・打たれ弱く，積極的に前に出ることが少ない 

・自ら考え行動する力が足りない  

・注意深く相手の話を聞きとる力が足りない 

・様々な活動について冷めた感じがあり，人目を気にして本気になれない 

・自ら現状を打破したり，新しいものを作りだしたりする気持ちが弱い 

 

・人として正しいと思われる規範意識が高い 

・上級生が下級生に気配りができる 

・経済的に安定している家庭が多い      

・落ちついており，学習規律が身についている 

・仲間と共に行事，部活動に真面目に取り組むことができる 

・指導されたことを素直に受け入れ，行動に移すことができる 

・地域の活動に意欲的に参加し，地域についてよく知っている生徒が多い 

・学年間の壁がなく，学校全体でまとまりがある 

教育目標 

感動・創造・貢献の喜びを共に 

 

 

「本気」「話し合い」「創造」の力 
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あることが分かった。そこで，研究主任を中心にグランドデザインを作成し，より効果的に生徒の目指

す資質・能力を高めようと考えた。特有な活動や内部環境，外部環境のプラスに働く因子，重点目標を

まとめ，一目で本校がどんな学校なのか分かるように表現した。グランドデザインは，カリキュラム・

マネジメント委員会で提案，検討を行い，形を練り上げていった。できる限り，文章量を少なくし，簡

潔に学校の教育活動を表現することを意識して作成し，最終段階で全教職員に配付して意見を取り入れ，

グランドデザインとした（資料２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２ 新城市立八名中学校グランドデザイン】 
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イ 学校経営や教育実践の有効性や優先順位の明確化 

   （カリキュラム・マネジメント実行策対策シート） 

カリキュラム・マネジメント検討シート，カリキュラム・マネジメント分析シート，グランドデザイ

ンの取組で，学校の教育活動において指導の改善点が浮き彫りになった。以下は，本校の教育活動につ

いて，本校教職員が挙げた評価できる点と改善点である（資料３）。 

 

 

検討用シート項目 評価・改善ポイント 〇評価できる点  ▲改善点 

ア 教育目標 

①〇生徒の実態把握 OK 

②〇職員室では気軽に相談できる雰囲気はある 

③▲学校目標の具体的な捉えが十分でない教職員は多い 

④▲学校目標に具体性はあるが，生徒にどんな力を付けたいのか分かりにくい 

⑤▲目の前の生徒に合っている目標なのか疑問がある 

⑥▲学校全体は把握できていない 

イ 

ＰＤＣＡ 

 

Ｐ（計画） 

⑦〇指導計画はしっかりとしている 

⑧▲評価に共通認識なく，各教員にまかされている 

⑨▲学校目標が学級経営案，学習指導に連携しているとは言えない 

⑩▲年間指導計画が細かすぎ，全体計画をつくりにくい 

⑪▲地域に関するもの以外は連携されていない 

ＰＤＣＡ 

 

Ｄ（実施） 

⑫〇系統性を考えて授業内容を組み替えて実践している単元もある 

⑬〇学年目標は意識して行事計画はされている 

⑭▲目先の活動に追われ，学校目標を意識した授業や行事運営ができていない 

⑮▲教科間の関連性を検討する場を設ける必要がある 

⑯▲系統性の考え方が甘い（自分の教科のみ考えるが…） 

ＰＤＣＡ 

 

Ｃ（評価） 

⑰〇授業ではさまざまな評価をしている 

⑱〇週案簿で反省，振り返りをしている 

⑲〇授業の振り返りから授業の評価をしている 

⑳▲授業の評価は時間に追われ，具体的にできていない 

㉑▲研究授業では授業の評価のみ行うが，そこから展開はない 

（全教職員の指導力向上にはつながっていない） 

㉒▲さまざまな事例について振り返り，次の活動に生かす，この過程が弱い 

ＰＤＣＡ 

 

Ａ（改善） 

㉓〇授業進度は，昨年の反省を生かして，取り組むことができている 

㉔〇研究授業での取組を次につなげられるように考えている 

㉕▲個々の分析で止まっており，全体の共通理解が弱い 

㉖▲反省を次に生かそうと話し合う時間が作られていない 

ウ 組織構造 

㉗〇SC，ALT とよく話ができ，相談をしやすい雰囲気がある 

㉘▲時間確保の配慮があったとしても，それ以上に多忙である 

㉙▲人手不足で苦しい 

㉚▲現職教育等の時間を使い，個人で研究を進める時間を確保してほしい 

㉛▲全教職員で教育課程について話す機会がない 

エ 組織文化 

㉜〇地域のつながりを意識して，行事に力を入れている 

㉝〇職員室で生徒の話題が多く上がる 

㉞▲全教職員を通し，互いに刺激し合い成長するという感覚がない 

㉟▲組織的にと言われると厳しい 

㊱▲知識・技能を共有する時間がない 

㊲▲姿勢・意識はあるものの実際に行動に移せていない感じがある 

オ リーダーシップ 

㊳〇指示が分かりやすく，仕事をしやすい環境がある 

㊴▲忙しいという一言で諦めてしまうことは多い 

㊵▲リーダーシップと言われると，厳しい感じがする 

㊶▲カリキュラムについて研究推進，具体策などの考えはない 

㊷▲活動が担当任せになっている感じがする 

カ 
家庭 

地域社会等 

㊸〇地域・家庭が生徒に近い 

㊹〇家庭の協力体制が◎ 

㊺〇地域学習を積極的に行っている 

㊻▲学校主導で地域，家庭とともに考える機会は設定されていない 

㊼▲利用できる施設が学校の近くにない 

キ 教育行政 

㊽〇学校訪問では，指導員や指導主事の指導を受けている 

㊾▲時間をつくり出せずにいる 

㊿▲多忙により研修は二の次になっている 

【資料３ カリキュラム・マネジメント検討用シート備考欄

（評価・改善ポイント）】 
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この①～㊿のポイントについて全教職員でカリキュラム・マネジメント実行策検討シートに記入し，

部会で話し合いながら教育課程において改善する取組の優先順位を検討した。その項目の改善を容易だ

と感じるのか，困難だと感じるのかは，教職員によって個人差があった。三つの部会のデータを集計し

たものが，以下のカリキュラム・マネジメント実行策対策シート（片仮名は検討用シート項目，数字は

前頁の評価・改善ポイントの番号）である（資料４）。 

エ 学校経営や教育実践の改善点の検討 

カリキュラム・マネジメント委員会で，カリキュラム・マネジメント実行策検討シートの分析をし，

改善項目の中で「効果が大きい」「容易な取組」「教職員レベルで実施できる」等の比較的日頃の意識改

革次第で効果が出そうなポイントを選定した。 
 

⑥▲学校全体で教育目標を把握できていない 

⑨▲学校目標が学級経営案，学習指導に連携しているとは言えない 

⑩▲年間指導計画が細かすぎ，全体計画を作りにくい 

㉑▲研究授業では授業の評価のみ行うが，そこから展開はない（全教職員の指導力向上にはつながっていない） 

㉒▲さまざまな事例について振り返り，次の活動に生かす，この過程が弱い 

㉟▲組織的に生徒を育てているかと言われると厳しい 

㊵▲リーダーシップと言われると，厳しい感じがする 

㊷▲活動が担当任せになっている感じがする 
 

以上の項目について，改善していくための具体的な手だてを考え，取り組んでいくことを全教職員で

共通理解を図った。 

(ｱ) 教育目標の項目 

・本校の特色ある教育活動がまとめられたグランドデザインを全教室に掲示し，常に目に触れるように

するとともに，校長から学校経営について生徒に伝える。 

(ｲ) ＰＤＣＡの項目 

・指導案の検討→研究授業→事後検討までを部会単位で行う。これによって，一人で行う授業研究から

学校（部会）で行う授業研究，教職員で協力してつくる授業研究に近づいていくと考えた。事後検討

効果が大きく 

容易な取組 

１～50 は検討用シートの備考項目の番号 

【資料４ カリキュラム・マネジメント実行策対策シート】 



中２- 8 - 

 

では，授業者への提案の形で意見を伝えるようにし，部会で振り返りをすることで，自分の授業に生

かされるようなシステムとした。 

・カリキュラム・マネジメントの視点を意識するために指導案の形を工夫するとともに，授業内で重点

目標に関連した活動を取り入れられるような授業展開を考える。具体的には，三つの柱（学びに向か

う人間性，思考・判断・表現力，知識・技能）と自校の重点目標（本気，話し合う力，創造力）を，

学習内容に合わせて指導案に示す。さらに，本時の展開の中にも，自校の重点目標達成に向けた活動

内容を加える。 

・教科等横断的な考えの下，単元全体，教科全体，他教科の内容等との関連を系統的に捉え，年間指導

計画に明確に記す。 

・教職員，生徒アンケートを定期的に実施することで，生徒の変容を明らかにし，カリキュラム・マネ

ジメントの効果を検証して，次の活動の改善に生かす。 

(ｳ) 組織・リーダーシップ 

・現職研修の三つの部会を基本にし，その上にカリキュラム・マネジメント委員会を組織する。小グル

ープで話し合うことで，一人一人の教職員が各種の教育活動について自分事として捉えられる。部会

の考えは，カリキュラム・マネジメント委員会で集約し，検討され，指導を行っていく。 

・教職員にやらされている感をなくすために，研究主任が先頭に立って授業研究や各種活動などに取り

組み，職員をリードする。 

 (2) 育成を目指す資質・能力の視点からの学校の教育活動全体を通した取組 

① グランドデザインを生徒，保護者に 

カリキュラム・マネジメント委員会では，グランドデザインは職員，生徒，保護者が共有し，本校を

よくしていくために考える基盤だという意見があった。生徒，保護者も巻き込み，学校の活動を理解し

てもらい，重点目標達成に向けた活動を行っていきたいという考えから，グランドデザインを全教室に

掲示して意識を高めたり，ＰＴＡ総会の折に保護者に配付したりした。グランドデザインは簡略化し，

生徒・保護者用として掲示，配付した（資料５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 教育目標をベースにした級訓づくり 

どのクラスでも年度始めに級訓を決め，１年間の目標として教室に掲げる。今までの本校では，生

【資料５ 簡略化したグランドデザイン】 
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徒に投げかけ，「どんなクラスを目指すのか」「級訓と

して，どんな言葉がふさわしいのか」等，考えてきた。

級訓の言葉を先に決め，後付けで「どんなクラスにし

たいのか」と考えることも珍しくなかった。そこで，

生徒に教育目標を意識させ，全員で八名中をつくって

いきたいという思いで，級訓を考えていけるような活

動を計画した。 

研究２年目の４月初め，校長が学校の経営方針や教

育目標について，全校集会で生徒目線に立った講話を

し，教育目標「感動・創造・貢献の喜びを共に」につ

いて，校長の思い，生徒に望むこと等の話をされた。「昨年の教育目標を知っているか」と尋ねても，ほ

とんどの生徒が意識していないため記憶に残っていない状況であったが，生徒は真剣な眼差しで集中し

て講話を聴いている様子だった。この講話から，「１年間，がんばるべきこと」が伝わり，それは，学級

活動の級訓に反映された。全校６学級（特別支援学級の除く）で，この講話の後に級訓づくりを行い，

各クラスの生徒が，明らかに教育目標を意識して，更に自分たちの学級の現状から級訓を決めるために

話し合っている様子があった。以下が，決定した級訓の例である。学校目標を意識して級訓づくりをし

たことで，この１年間，いつも「感動・創造・貢献を共に」という目標を掲げ，授業や行事，特別活動

等に取り組んでいきたいという，生徒の思いがこもった級訓となった（資料６）。 

【資料６ 級訓の例】 

１年Ａ組 「パズル～18ピースの仲間～」 

クラスの仲間一人一人の個性が一つのピースとして，クラス全員で一つのパズルを作り上げるよう

に，達成感や成就感などの感動をピースとして積み上げ，１年間で最高のパズルに仕上げられるよう

に努力していきたいという意味である。また，クラスのパズルを作り上げ，仲間と助け合い，支え合

うことで，さまざまなものを創造する力，学校や地域のために活動する力に「チェンジ」していくと

考えて目標を設定した。今年は八名中１年目，中学校生活に慣れ，仲間と協力して感動できる活動に

つなげるとともに，心を成長させ，高め，何事にも本気で取り組むことができるようにしたいという

思いが級訓に込められている。クラス全員で力を合わせ，パズルの精神で学校生活を送り，どのクラ

スにも負けないチームワークのクラスを目指す。 

３年Ａ組 「I n f ｉ n ｉ t y  l o o p」 

「一つ一つのことに対して全力で取り組もう！」３年生にとって，全ての行事が最後となる。悔い

の残らないように，また，達成感を得るためには，結果はどうあれ全力で取り組むことが必要になっ

てくる。全力で取り組むことによって感動が生まれ，その感動が創造を生み，そして周りへの貢献と

なっていく。こうしたことを繰り返し経験することは，将来に向けてとても大切なこととなる。３年

生は，常に入試のことがついてまわるが，だからこそ，そのときにはそのことに対して全力で取り組

んでいきたい。また，２年生のときよりも，一皮むけ，成長をしていきたいという思いが詰まった級

訓である。生徒一人一人のよさ・個性を認めつつ，活躍できる場所をつくり，そのよさを全体で認め

られるようなクラスにしていきたい。 

③ 話し合い活動の工夫 

本校は，教育目標の達成に向けて，必要な資質能力である「話し

合い」の充実を重点目標にしている。 

本校では，今まで朝の活動でスピーチが行われてきた。当番の一

人がテーマにそった内容や話したい内容を発表し，クラスの仲間が

質問する。研究２年目より，生徒が話し合いの仕方を学ぶ機会とし，

【写真１ 校長の学校目標についての講話】 

【写真２ お題についてグループで話し合う】 
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グループワークを取り入れ，話し合いに慣れること，話し合いのスキルの向上に努めた。その体験が教

科の授業にも生かせるようにしていくために，「生きる力推進部」を中心に話し合い活動について考え，

提案した。 

ア 朝の話し合い活動 

 (ｱ) 手だてとしての話し合い活動 

中学校は教科担当であるため，他教科でどんな話し合い活動が行われているのか分からない。答えを

求めるために話し合い活動を必要とする教科や，お互いの考えを共有するために行う教科等がある。各

教科が話し合い活動をどのように捉えているのか表にまとめ（資料７），全教職員で教科間の話し合い

の違いについて共通理解を図ることにした。 

【資料７ 各教科の話し合いの目的】 

目的 該当教科 具体的な使用例 

Ａ課題解決のために行う

話し合い 

数学，体育，国語，社

会，理科，技家 

・問題の答えを求める(数学) 

・チームスポーツで勝つために，チームのメンバー

と作戦を考える(体育) 

Ｂ多様な意見を知るため

の話し合い 

国語，社会，保健，音

楽，美術，理科，道徳 

・歴史の出来事が発生した理由を考える(社会) 

・主人公の気持ちについて考える（国語） 

Ｃ話し合い活動を手だて

と考えない 
英語  

 (ｲ) 目指すレベル 

１年：自分の考えや思いを説明することができる。また，仲間の発言に対して，質問をすることができ

る。 

２年：自分の考えや思いを聞く人の様子を見て，説明することができる。また，仲間の意見を踏まえて，

質問することができる。 

３年：仲間の話を受けて，自分の考えや意見を説明することができる。また，仲間の意見を踏まえて，

考えを広げたり，深めたりする質問や思いを発表することができる。 

 (ｳ) 注意事項 

・全員が司会を経験する。司会が，話し合いの集団の意見をまとめる。 

・テーマは，各学年統一する。 

・話型は特に設定しない。中学生ならば話型がない方が話し合いを行いやすい。しかし，個別対応の中

で話型が必要な生徒がいれば，個々に設定する。 

   イ 授業での話し合い活動 

朝のスピーチのグループワークを生かし，数学科３年生「二次方程式とその解き方」の授業では，説

明力アップを目指した話し合いが行われた。グループで話し合い活動を取り入れると，実力がある生徒

から説明を始め，下位の生徒が聞くだけになってしまうことが多く，お互いに高め合う場面になりにく

いことがよくある。そこで，次のような話し合いの形を取り入れた「展開・因数分解」の授業を行った。

はじめに，教科書の問題の解き方について，説明することができるかどうか，「◎…説明に自信がある，

○…何とか説明ができる，△…説明する自信がない」のいずれかをノートに書かせる。その後，３・４

人のグループを作り，問題の解き方について説明をし合う。△→〇→◎の順番に説明を行い，解き方を

学び，練習問題に入るような流れである。その結果，下位の生徒の困り感を上位の生徒が把握し，ポイ

ントを絞って分かりやすい説明をする姿が見られた。そして，グループ内での理解の深まりが顕著にな

った。下の資料は，授業展開の例である（資料８）。 

 

 



中２- 11 - 

 

【資料８ 話し合い活動を取り入れた授業の工夫】 

 

①新しい展開の問題を提示する 

 

 

 

 

 

 

 

②課題について話し合う 

 

 

 

 

 

②問３の問題を解いてみる  

 

 

 

  

                    

 

 

生徒の感想 

・自分が△をつけたときに，先に自分は説明することで自分はどこが分かっていて，どこが分かっていないのかが

説明しているうちに分かって，その分かっていないことを意識しながら分かる人の説明を聞けたのでよかったと

思います。 

・同じ○の子でも一人一人説明が違って理解しやすかったです。苦手な子にとってどこが分からないのかも知るこ

とができるし，逆に◎の子の説明で更に分かるようになるので，よい機会だと思いました。 

 

(3) 育成を目指す資質・能力と関連付けた授業改善に向けた具体的な取組 

  ① 教科等横断的に実践を目指した年間計画 

研究１年目の反省で，他教科の活動や学習内容を知ることで，他教科で関連のある内容を扱っている

単元について教材研究をしたり，重点目標の「本気・話し合い・創造」の活動を教科等横断的につなげ

たりしていく必要があるという意見が出された。 

そこで「カリキュラム・マネジメント推進部」で年間指導計画を検討し，指導計画の形式を見直し，

利用しやすいものを作成することにした。昨年度までは１教科１学年で細かな計画が立てられており，

何枚もの年間指導計画となっていた。教科担当には必要であるが，内容が細かすぎるため，専門外の教

師にとっては他教科がどんな取組をしているのか分かりづらいものとなっていた。そこで，簡潔に１学

年１教科Ａ４用紙１枚に計画をまとめることにした。また，教科間で相談し，教科等横断的につなげら

れる単元をリストアップし，年間指導計画に記載することにした（資料９）。研究２年目については，学

☆教科書の例を見て，説明

できるかどうか記号(△・

○・◎)をノートに書きま

しょう。 

☆では，グループになっ

て，説明をしましょう。 

私は◎をつけました。さっき

彼が言ったように，分数でも

答え方は同じだよ。 
△をつけました。 

(２)のｘ２＝３／４まで説

明できるんだけど…。 

自分は○につけたよ。

ｘ２＝３／４の続きは

分数でも平方根の考え

が使えると思うよ。 

(1)はさっきみんなに

うまく説明できたの

で，うまく解くことが

できたよ。 

例２(1) ３ｘ２－２４＝０  (2) ４ｘ２－３＝０ 

     ３ｘ２＝２４             ４ｘ２＝３ 

           ｘ２＝８         ｘ２＝３／４ 

…            …       

 

 

 

 

 

 

 

途中まで式はあっているよ。ほら，教科書

の答えも同じように解いているよ。ここか

らは，例２の(3)のようにやってみよう！ 

問３ (1)  ２ｘ２－３６＝０ 

   (2)  ５ｘ２－６０＝０ 

   (3)  ９ｘ２－２＝０ 

  

９ｘ２－２＝０ 

９ｘ２＝２ 

   ｘ２＝２／９ 

ここから何だけど…。 

(3)の問題がう

まくできない

んだけど…。

教えて！ 



中２- 12 - 

 

習の順序を変えて，他教科で関連のある内容を扱っている単元を同じ時期に指導するということは行っ

ていないが，カリキュラム・マネジメントの考えの下，授業で教育目標に迫るために，教師が担当教科

以外の学習内容を知り，それを生かして指導していくことは大切であると考えた。また，全ての教科の

学習内容が一目で分かるように，視覚カリキュラムの作成も行った（資料 10）。 

【資料９ 年間指導計画例の一部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料10 視覚カリキュラム ２年生の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 各教科等で育成できる資質・能力の検討に活用した手法 

   （資質・能力の育成に向けたカリキュラム・マネジメントシート） 

全ての教育活動で「本気」「話し合い」「創造」の資質能力が高められることがカリキュラム・マネジ

メントにつながると考え，重点目標項目に沿った目指す生徒の姿を具体的に示すことにした（資料 11）。 

他教科とのつながり 
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【資料 11 八名中学校 教科のカリキュラム・マネジメント例一部】 

☆生徒に身に付けさせたい能力 

 『何事にも本気で取り組み，仲間と話し合い，創造する力』 

  本気 話し合い 創造 

理科 
・実験・観察に対して目的意識をもって

取り組み，意欲的に探究することがで

きる。 

・実験・観察の方法，結果の予想，考察

等をグループで話し合い，仲間の考え

に耳を傾け，理解を深め，技能を身に付

けることができる。 

・実験・観察の結果を考察し，規則性を

見出したり，課題を解決したりし，その

知識を身近な現象と関連付けて考える

ことができる。 

道徳 
・さまざまな道徳的価値に基づいた内

容について，状況を理解し，自分なりの

考えをもつことができる。 

・自分の考えに根拠をもって伝えると

ともに，さまざまな立場の人の考えと

交流し，判断や立場の違いを理解する

ことができる。 

・題材中の登場人物の思い，クラスの仲

間や教師などの意見を聞くことを通し

て，多面的・多角的な考えにふれ，道徳

的判断力を高めることができる。 

保健 
・個人生活における健康課題を見つけ，

その合理的な解決に向けて意欲的に思

考し，判断しようとすることができる。 

・自他の健康課題とその解決について，

仲間と意見交換をすることで理解を深

めることができる。 

・個人生活における健康課題を見つけ，

その合理的な解決に向けて意欲的に思

考し，判断しようとすることができる。 

教科主任が上の表をまとめた後，更に部会で分担し，どの教科の教員が見ても分かりやすいように内

容を吟味した。この活動によって，重点目標を一人一人の教師が意識して，実践に移すことができるの

ではないかと考えた。 

③ 重点目標の焦点化 

教科のカリキュラム・マネジメントでは，中学３年生の目標達成の姿を明確にすることができた。し

かし，各学年の到達目標がはっきりしていないという意見があったため，次は各学年の到達目標につい

て検討していくことにした。以下が，②を学年ごとの目標に焦点化したものである（資料 12）。 

【資料 12 八名中学校 教科のカリキュラム・マネジメント焦点化 理科の例】 

教科 学年 本気 話し合い 創造 

理科 

１ 

年 

・実験・観察に対して目的意識をもっ

て取り組むことができる。 

・実験・観察の方法，結果の予想，考

察等をグループで話し合い，理解を

深めることができる。 

・実験・観察の結果を自分の考えをま

とめ，考察することができる。 

２ 

年 

・実験・観察に対して目的意識をもっ

て取り組み，意欲的に探究すること

ができる。 

・実験・観察の方法，結果の予想，考

察等をグループで話し合い，仲間の

考えに耳を傾け，自分の考えや見方

を広げることができる。 

・実験・観察の結果を考察し，規則性

を見出したり，課題を解決したりす

ることができる。 

３ 

年 

・実験・観察に対して目的意識をもっ

て取り組み，意欲的に探究すること

ができる。 

・実験・観察の方法，結果の予想，考

察等をグループで話し合い，仲間の

意見に耳を傾け，自分の考えや見方

を広げ，考えを再構築することがで

きる。 

・実験・観察の結果を考察し，規則性

を見出したり，課題を解決したりし，

その知識を身近な現象と関連付けて

考えることができる。 

 

④ 育成を目指す資質・能力との関連を意識した授業実践 

ア 重点目標を意識した指導案の工夫 

教科ごとに焦点化した重点目標を意識して授業を

行えるように，指導案の中にカリキュラム・マネジ

メントの視点を取り上げていくことを考えた。本時

の指導の中で重点目標に関する活動を取り上げ，「本

気」「話し合い」「創造」の具体的な生徒の姿が明確に

なるような指導案（添付資料４）にすることにした。 

単元目標は新指導要領の３本柱で表現した。「３ 

単元について」では，他教科とのつながりを意識し

た言葉にしている。「５ 身に付けたい力」では，本

校の重点目標に関する活動をどの小単元で行うのか

を示した（資料13）。カリキュラム・マネジメントの

【資料13 指導案の一部】 
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考えの下，授業の中でも教育目標

を意識して授業展開を考えてい

けるような工夫である。 

「６ 単元構想」では，他教科

のつながりを示し，教科等横断的

な内容であることを指導案の中

に明記することにした。また，他

教科との関係については，４月に

作成した年間指導計画の「他教科

とのつながり」の欄から引用し，

生徒に他教科の既習内容を質問

したり，教師が意図的に関連した

内容を提示したりできるように

した（資料14）。 

授業者が，教科の目標，重点目標のどの項目を意識して授業展開を考えているか等がはっきりと分か

るよう，本時の指導に示すことにした。また，重点目標に関する活動については，展開の中に位置付け

た。 

これに加え，前時までの活動や本時の生徒への願いを示した座席表を作成し，指導案から授業者のカ

リキュラム・マネジメントへの意識，生徒へのアプローチが分かるようにした。 

イ 授業の実際 

 (ｱ) 理科の実践「本気，話し合いを重視した授業」 

３年「仕事とエネルギー」の単元では，規則性や法則を見出していく過程において，一人の生徒の気

付きを全体に広めるために話し合い活動を重視し，授業の中に位置付けていく。科学的な根拠を基にし

て，考えを練り上げていくことで，論理的な思考の深まりを期待している。以上のように，身近な現象

を教材とし，興味・関心を高められる課題の提示によって生徒を本気にさせること，生徒主体の話し合

い活動を充実させることを軸に，科学的な見方，考え方を養ってい

けるように心がけた。 

本授業では生徒を本気にさせる導入を意識して，二つのコース

に球を転がし，どちらが速くゴール地点（終点）にたどり着くのか

問いかけた（資料 15）。課題によって揺さぶりをかけたことで，抽

出生徒を中心に活発な意見交換が行われ，課題について真剣に話

し合う姿が見られた。 

予想では，「ａ・ｂコースともに同じ」「ａコースが速い」「ｂコ

ースが速い」，の順に生徒の人数が多かった。抽出生徒Ａは，終点

にたどり着くのは同じタイムになると考えた。「コースｂの斜面の

部分はコースａの半分の距離で角度は２倍だから，結果的に同じタイムでゴールする」と考えを発表し

た。自分なりにコースの様子を見て，よく考えられた予想に，他の生徒も納得した様子であった。抽出

生徒Ｂは「終点に着くのが同じになるのでは。高さが同じだから，ａはビューン，ｂはビュンビュンと

なって…」と話したが，級友が「勢いが違うから，力が加わり続けるａのコースの方が速い」と意見を

出すと，抽出生徒Ｂもその考えを聞き，ワークシートの予想の欄には「コースａ」とした。 

【資料15 どちらのコースが速く

終着点にたどりつくのか】 

【資料 14 指導案の一部】 
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予想が出そろった後，実際にコースを用意し，球を転がす演示実験を行った。見事に同時にゴールす

る結果を見て，「やっぱり」と思う者と「どうしてだろう」と考える生徒がいた。抽出生徒Ｂは仲間の意

見を聞きながら，「高さが同じだから，斜面の部分の角度と長さが違っても，ゴールを通過するタイムが

同じになる」と考えるようになった。生徒の意見の中には「高さが同じで位置エネルギーが同じだから

運動エネルギーも同じ。だから，どちらのコースもゴールするのが同じ！」と考えをまとめる生徒もい

た。そこで，「同じ高さから球を転がして，終点の位置を同じにした場合，ａｂコースより速くゴールを

するコースができるか」と尋ねた。ほとんどの生徒が「速いコースができない」と考えた。実際に班で

話し合いながら，速くゴールを通過するコースについて考えると，ある生徒から「コースの断面図の面

積が小さくなると，ゴールするのが速くなるのではないか」という意見があり，演示実験で確認してみ

ると，速くゴールするコースが存在することが分かった。「位置エネルギーが同じでも，ゴールする速さ

が変わるのはなぜか」という次時の課題につなげた。 

仲間との話し合いの中で，考えを構築する授業を行うことができた。しかし，話し合いの内容を見る

と，速さに目を向けている生徒と力に目を向けている生徒がいて，視点が定まっていなかったため，仲

間の意見を聞くときに，理解ができない生徒がいた。教師が意見を整理する必要があったが，うまくで

きなかった。 

(ｲ) 英語科の実践「総合的な学習の時間とのつながりを意識した授業」 

２年の英語科では，８月の職場体験に向けてのガイダンスを終え，体験する事業所を選んでいる時期

に「Unit3 Career Day」の授業を行った。本単元での「情報を整理して話す練習」を通して自分の気持

ちを基に，簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりすることができるようにした

いと考えた。 

ウォームアップで英語の表現を練習した最後に「What’s the purpose of your Career Day（職場体

験）?」と生徒に尋ねた。抽出生徒Ａは「えっ，何だろう」と考え込んでいる様子であった。この様子が，

「言いたいことはあるけれど，英語で何と言えばよい

のか分からない」なのか，「職場体験の自分の目的自体

を考えたことがなかった」のか，どちらかは不明であ

るが，本気になって考える場面となった。英語が得意

な抽出生徒Ａは，「難しい」と感じる機会を設定したこ

とによって，「表現したい」という意欲，本気の気持ち

が高まったと考えられる。 

教師から新出文型として「want to（～したい）」と

いう表現について押さえ，「この表現を使えるように

なると，自分のしたいこと，なりたいものが言えるか

ら，便利になる」と教師が話すと，多くの生徒がうな

ずき，ドリル学習に精を出し始めた。 

次に，履歴書ワークシートに個人の履歴書を書く活

動を行った（資料 16）。職場体験学習中に事業所の方

に質問される可能性がある内容をピックアップする

ことで，生徒たちの本気度を引き出すねらいである。 

最後の職場体験の事業所を選んだ理由の欄には，英語の苦手な抽出生徒Ｂは「I want to build a 

house.」と自信をもって記入している様子だった。履歴書作成後，話し合い活動として面接担当者を想

第１希望事業所名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

NAME   

BIRTHDAY  ２０_______年   _______月 ＿＿＿＿＿日 

LANGUAGE  Japanese  /  English  /Others
ア ザ ア ズ

 (                  ) 

CLUB ACTIVITY  baseball / soft tennis / Japanese
ジャパ ニイズ

 archery
アアチェリイ

 / table tennis 

volleyball / basketball / brass
ブ ラ ス

 band
バ ン ド

  

HOBBY
ホ ビ イ

  reading
リイディング

 / listening to music / fishing / sport / drawing
ドロウイング

 pictures
ピクチャアズ

 

 studying
スタディイング

 languages
ラングイッジイズ

 / others(                   ) 

SCHOOL  ____________ Junior High School ,  ________th grade
グレイド

 

FAVORITE SUBJECT(S) Japanese / geography / history / math / science / English / P.E. 

music / art / technology
テ ク ノ ロ ジ イ

 / Home
ホ ウ ム

 economics
エ コ ノ ミ ク ス

 

QUALIFICATION
ク ア リ フ ィ ケ イ シ ョ ン

 Eiken ______th grade / Kanken ______th grade / Others _________ 

COMPUTER I can use computers.  /  I cannot use computers.  

WHY I WANT TO 

WORK at 

第１希望事業所 

example:  I want to make robots. I want to be an engineer
エ ン ジ ニ ア

. 

 

 

【資料 16 履歴書ワークシート】 
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定してペアワークで質問練習を行った。抽出生徒Ａは「栄養士になりたい」というところまではスムー

ズに話すことができたが，「なぜその仕事に就きたいのか」という点については，「え，何でだろう。何

でかな」と，自問自答していた。抽出生徒Ｂは，職場体験で建築会社へ行きたい理由として「I father… 

father house」と，必死で単語を並べて伝えようとしているのを聴き，周りの生徒が「My father だよ，

そこ。My father builds a house.だろう」と，助け船を出していた。生徒Ｂが本気で伝えようとした結

果，言いたかったことが周りの生徒に伝わったのだと考えられる。自分のことについて積極的に表現し

ようとすることで，「これまでの学習を応用して自分のことを表現しなくては」という意識が高まった。 

タイムリーな職場体験学習に結び付けたことによって，生徒一人一人が「自分事」として，興味をも

っている職業名や「したいこと」を表現するために必要な言いまわしを積極的に学ぶことができた。 

(ｳ) 学ぶ時期を意識した保健集会の取組 

保健給食委員会では，毎年保健集会を運営している。研究１年目の生活習慣改善に関する実践の反省

から，本校の生徒はよりよい生活について知識はあり，生活習慣をよりよくしたいという意欲の高まり

は見られるが，行動が変容した生徒は多いとは言えない。これを受け，生涯のうち日本人の二人に一人

がかかると言われるほど身近で，かつ命に関わる病気である「がん」について取り上げ，深い学びを目

指した集会の計画を考えた。「がん」と関連する他教科の内容は資料 17 の通りである。 

【資料 17 「がん」と関連のある各教科の単元一覧】 
 

 

 

・第２学年 理科        ６月後半～「身近な動物と観察」 

・第３学年 理科        ６月後半～「生物の成長とふえ方」 

・第１学年 保健体育科     ６月～  「生活習慣と健康」 

・第３学年 保健体育科     ６月～  「健康な生活と病気の予防」 
 

他教科での学習を踏まえた上で，集会の時期を決めることで，より「がん」について理解を深まるこ

とができると考え，７月に集会を設定した。さらに，生徒主体の活動にするために，委員会では集会の

内容について話し合うことにした。「どんな集会にしたいか」という教師の問いかけに「みんなには生涯

健康でいてほしいので，今中学生に何ができるかを伝えたい」「劇なら，みんな興味をもって見てくれる

のではないか」「がんに詳しい方に話を

してもらいたい」「そもそもみんなのが

んに対する意識はどのようなもの何だ

ろう」等の意見が出た。このような生徒

の意見を基に集会を計画することにし

た。委員会の話し合いの結果，「〇×クイ

ズ」「事前アンケート」「保健師による講

話」を行う計画が固まった（資料 18）。 

保健集会では，「がん」についての〇×

クイズを行った後，生徒の疑問を中心に保健師から講話をい

ただいた。生徒の思いを大切にし，保健集会をつくることで，

委員会生徒の「本気」の活動につながった。また，生徒にとっ

て身近な病気となっている「がん」について取り上げたこと

で，全校生徒の「知りたい」という「本気」の取組となった。

資料 19 は集会の振り返りである。 

・毎日の生活で気を付けた方がよいことはどんなことか 
・学生の間にかかったら進学等どうなるのか 
・食事や生活をどんなに気をつけても「がん」になってしまうのか 
・人間以外もがんになるか     ・治療法や期間 
・再発について          ・がんを見つける方法 
・どんな症状があるか       ・治る確率 
・がんになってからの経過     ・がんの種類 
・何歳くらいからなるか      ・体に起こる変化 
・薬（治療）の値段        ・治療成功率 
・どのくらいの人がかかるのか   ・がんの危険レベルについて 
・どんな人がかかるのか      ・どんな病気か 
・初期症状            ・致死率 

 

 

【写真３ 生徒主催の「がん」についてのクイズ】 

【資料 18 事前アンケート「がんについて知りたいこと」生徒の記述より】 
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【資料 19 生徒の感想】 

 

・がんは，細胞分裂で大きくなると聞き，最近，理科で細胞の勉強をしたことを思い出した。心臓はが

んにならないと知って，以前は心臓病というのががんだと思っていたので，知ることができてよかっ

た。男性は，胃がんや肺がんになりやすくて，死亡率も高いと分かったので，がんにならないために

も三つの原因「ウイルス」「生活習慣」「遺伝」などをしっかりと気にして早期発見をしたい。（２年男

子） 

・がんは，二人に一人がなると知ってとても驚いた。これからは身近なものと考えたい。今日教わった

ことは，理科の勉強とつながるものがあってとてもおもしろかった。予防できることを知ったので，

これから気を付けていきたい。（３年男子） 
 

 

生徒の感想からも分かるように，他教科とのつながり

を考えて保健集会を行う時期を検討したことで，各教科

の理解と「がん」への関心の高まりが感じられた。 

(ｴ) まとめ 

授業実践では，学校全体で取り組んでいる「本気」「話

し合い」「創造」のキーワードを意識して展開を考えた。

今後も，生徒の学習状況，生活の様子等をしっかりと捉

え，学校目標を意識した取組をし，生徒理解を図っていき

たい。また，本校は，生徒の人間関係がよく，落ち着いて授業に集中できる環境が整っているため，違

った意見をもった生徒にも寛容な態度で意見交換ができるよさがある。この長所を生かして，発問を工

夫し，生徒が本気になって悩み，話し合う姿が見られる授業を目指したい。 

 (4) 授業研究，評価データを基にしたカリキュラム改善 

  ① 研究２年目の１学期を振り返って 

 １学期の年間指導計画の進捗状況とカリキュラム・マネジメントの重点目標から教育活動を振り返り，

実践報告書を作成した（添付資料５）。 

 この実践報告書により，生徒は重点目標達成に向けて，努力を重ねることができた１学期であったと

認められた。また，カリキュラム・マネジメントの考えの下，本校の生徒にあった重点目標であるよう

に感じた。今後も，「本気」「話し合い」「創造」の関連のある活動を取り入れていくことを確認でき

た。 

全教職員に２学期の教育活動において力を入れていきたい重点目標について尋ねると，「本気」「話

し合い」の二つの答えがあった。議論を重ねていくと，「本気」が本当の「話し合い」を生み，更に「創

造」に発展するという考え，仲間と「話し合う」ことで心に火がつき「本気」の活動が生まれ，「創造」

につながるという考えであることが分かった。共通して言えることは，どの教職員も三つの重点目標の

うち，土台となる力を伸長させ，「創造」につなげたいと願っていることである。この重点目標強化項

目について，一人一人に任せ，「本気」「話し合い」を意識して授業実践に取り組んでいくことにした。 

 ② 研究２年目の現職研修（８月より） 

 部会に分かれて，９月実施の市教委学校訪問の指導案に重点目標達成のための効果的な活動が取り入

れられているのかどうかという点を協議した。 

 この協議において，指導案の重点目標項目に生徒の具体的な姿が見えないという意見があった。そこ

で，次のように重点目標の活動での生徒の学びを記載する形式に変更することにした（資料20）。 

 

【写真４ 「がん」について保健師からの講話】 
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  ③ ２学期の授業での取組 

カリキュラム・マネジメントに関する１学期の反省を生かし，10月に校内授業研究を行った。この授

業研究では，話し合いから本気の気持ちを高めていくことを重視した展開を考えることにした。 

２年の社会科「身近な地域の調査」の単元では，ふるさとである八名地域の現状を取り上げた。地域

素材を教材化することにより，生徒は興味関心をもって授業に取り組み，一人調べを意欲的に進め，保

護者や祖父母に八名の現状についてのインタビューも積極的に行うことができた。本気になって，「ふ

るさと八名」について追究する姿が伺えた。また，生徒の思考に沿って授業が展開できるように，本単

元ではペアやグループでの学習を多く取り入れる等，工夫をした。 

本時までに，生徒たちは調べ学習によって，「ふるさと八名」は人

口が減少し，商店も軒並み閉店している現状を知った。また，ゲスト

ティーチャーとして市役所の職員を招き，地域を活性化するために

取り組んでいる活動やその思い等を紹介していただいた。これらを

踏まえ，本時の授業では八名地区のこれからについて話し合った。 

「ふるさと八名」についての話し合いは積極的に行われ，「若い人

が地域のことを手伝ったり，協力したりすればよい」「今の八名には

働く場所がなくて，若者がいなくなってしまうから，農業で働けるようにする」等，初めは外から見た

一般的な意見が出された。授業が進むにつれ，「私たちが祭りや歌舞伎等の地区の行事に参加する」「中

学生の私たちが地域を盛り上げられるようにイベントを考えたい」等，自分たちがふるさとに対し，今

【写真５ ゲストティーチャーからのふるさと講話】  

【資料20 改善した指導案】 
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できることを考えた意見に変化し，深まりが感じられた。地域学習をしていく中で自分自身を振り返り，

一般的な過疎地域の改善対策から，「ふるさと八名」のために自分ができることという視点にまで広げ

ることができた。 

しかし，生徒の意見には「祭りに参加する」とは言うが，「担い手になりたい」というものはなかっ

た。まだまだ，「ふるさと八名」について本気になって考える切実感が弱いことを実感した。教材の与

え方や発問の工夫，焦点化等を更に研究していく必要があると感じた。この授業をきっかけとして，課

題に対して本気になれる生徒を育む手だてを考えていくとともに，学校の教育活動全体で話し合い活動

のレベルアップを目指し，実践を重ねていくという目標が明らかとなった。 

 (5)「教育目標（目指す子ども像）に近づいているかどうか」の評価 

  ・全教職員が検討用シートに取り組み，４月，９月，12月のデータを比較 

  ・生徒はカリキュラム・マネジメントアンケート（添付資料６）に取り組み，４月，９月，12月の

データを比較 

 この生徒アンケートは，「全国学力・学習状況調査」の質問紙アンケートを基に，本校の重点目標「本

気」「話し合い」「創造」と照らし合わせ，関連があると考えられる項目を参考にして作成した。参考

にできるものを上手に取り入れていくことで，原案から考えるよりも短時間でアンケートを作成するこ

とができた。 

 

５ カリキュラム・マネジメントの取組の成果 

 (1) 当事者意識の高まりと教育目標（目指す子どもの姿）の共有 

 全教職員に実施した検討用シートの項目を取り上げる。項目のポイントは最大値４で，全教職員のア

ンケート結果を集計し，平均値で比較した（資料21）。 

【資料21 カリキュラム・マネジメント検討用シートの一部】 

項 目 ４月 ９月 12 月 

1 学校全体の学力傾向やその他の実態，課題について，全教職員が共有している。 2.79 3.21 3.36 

7 あなたは，学校の教育目標や重点目標を意識して授業や行事に取り組んでいる。 2.93 3.36 3.43 

9 あなたは，既習事項や，先の学年で学ぶ内容との関連（系統性）を意識して指導している。 2.64 3.21 3.36 

21 あなたは，学校として力を入れている実践（特色）を具体的に説明できる。 3.07 3.21 3.21 

 この結果を比較すると，カリキュラム・マネジメントに取り組んだ結果，12月では全ての項目におい

てポイントが上昇していることが分かる。これは，全教職員が教育目標を以前より意識して行事や授業，

その他の活動に取り組んだ成果だと考えられる。何事においても例年どおりに活動を考えるのではなく，

「本気」「話し合い」「創造」の重点目標を意識して，行事計画や授業構想を考えることができた。大

きな改革ではなく，今あるものを重点目標と関連付けて工夫するという教職員の意識の高まりを感じた。

これも現職研修の時間に全教職員で各種カリキュラム・マネジメントシートに取り組んだ成果だと考え

られる。 

次頁の資料22からも12月までに「①当てはまる」「②どちらかといえば，当てはまる」の合計ポイン

トの平均が，高くなっていることが分かる。これは校長講話，グランドデザインの掲示，教職員による

カリキュラム・マネジメントの視点を生かした授業等の実践により，生徒も学校目標や重点目標を意識

して学校生活を送っているからだと考えられる。９月末，後期生徒会役員選挙が行われた。ここで立候

補者の中に，学校目標の達成を目指した公約を発表している生徒がいた。これも，生徒が常に学校目標

を意識して生活をしているからだと言える。 
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【資料22 生徒カリキュラム・マネジメントアンケートの一部】 

 

 

 

 

 

 

 

 教職員，生徒とともに学校目標を共有し，重点目標の達成を意識して生活するという方向性を共有し

て，教育活動に取り組むことができていることが，カリキュラム・マネジメント検討用シート，生徒ア

ンケートの結果から分かる。 

 (2) 重点目標の焦点化 

 本校では，重点目標「本気」「話し合い」「創造」に関連した活動を各教科でどのように取り入れて

いくのかを考えてきた。教科ごとに活動を考え，学年ごとに重点目標に関連する達成基準を設定し，「教

科のカリキュラム・マネジメント」を作成した。学校目標と授業のつながりを意識するに当たって，自

分の教科指導を振り返るよい機会となった。しかし，「教科のカリキュラム・マネジメント」をつくる

ために費やす時間，重点目標の変更に伴うシートの改良等，問題点も多いように感じた。また，日々の

授業で教科のカリキュラム・マネジメントで焦点化した目標について意識できたかは課題が残る。教科

と学校目標をつなげ，授業者が意識できる取組となったが，簡単に教科での重点目標の焦点化ができる

ような工夫を今後，研究をしていかなければならない。 

 (3) 教育目標（目指す子どもの姿）を意識した学習指導案の作成と主体的・対話的で深い学びの 

  視点に立った授業改善 

 本校の重点目標を意識するために，「本気」「話し合い」「創造」をキーワードとした活動を授業の

中に位置付けられるような指導案の作成を行った。「本気」「話し合い」「創造」とは，正に新学習指

導要領に記載されている「主体的・対話的で深い学び」に通じる活動である。資料23から，指導案で重

点目標の活動における生徒の具体的な姿を記し，授業実践を重ねたことが，結果につながってきている

と考えられる。 

【資料23 生徒カリキュラム・マネジメントアンケートの一部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶ 校長先生が，みんなにどんな力を付けてほしいと思ってい
るのか理解していますか ❹ 本気になって授業や行事に取り組んでいますか 

⓭ 生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えに自 
信をもつことができていると思いますか 

⓴ 授業で学んだことで，自分の考え方を変えたり，  
広げたりすることができましたか 

①当てはまる ②どちらかといえば，当てはまる ③どちらかといえば当てはまらない ④当てはまらない 
 

①当てはまる ②どちらかといえば，当てはまる ③どちらかといえば当てはまらない ④当てはまらない 
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生徒が話し合いを通して，自信をもつこと，自分の考えを広げることができるようになっているとい

う結果が出ている。 

 (4) 授業研究，評価データを基にした 

  カリキュラム改善  

授業者の思いが明確になるように，また参観

者が視点をもって授業を見られるように指導案

の改善を授業研究ごとに行った。 

アンケート結果から「友達の意見から自分の

考えをもつことができる」の項目が，４月～９月

で低下したが，12月で上昇していることが分か

る（資料24）。これは，１学期の教育活動を全教

職員で振り返り，重点目標「本気」「話し合い」

「創造」の力を育成するためのさらなる手だて

を考え，２学期に実践を行った成果だと感じられる。しかし，12月に行った教職員アンケートでは｢生徒

の話し合いのスキル｣の項目が低くなっていることが分かる（資料25）。これは，教師側が考える話し合

いのレベルには，本校の生徒の力がまだまだ達していないということである。今後も，生徒が切実感を

もって話し合いができる形を模索し，生徒の話し合いが，教師の目指す姿に近づけられるように指導を

重ねていきたい。 

 

また，本校の三つの重点目標の活動については，教科等横断的に常にどこかの教科で取り組んでいる

ような形にすることが大切であると感じた。視覚カリキュラムを利用して，重点目標に関する活動を各

教科に位置付けていったり，年間計画の段階で単元の並びを変更して内容的，資質的なつながりを生か

した指導を行ったりするなど，学校目標の達成に近づくように工夫する必要がある。しかし，年度中に

年間指導計画を変更していくことは，困難である。反省を生かし，学習内容で教科等横断的に取り組む

ことができる教科，重点目標に関わる活動が教科を越えて取り組むことができる単元等を検討し，指導

計画を立てていきたい。 

 (5) 学校全体（組織運営，働き方など）の改善 

 校長，教頭，教務主任，研究主任でカリキュラム・マネジメント委員会をつくり，研究を進めた。担

教職員アンケート（14名） 
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生徒は，朝の話し合い活動に積極的に取り組んでいる。 ３人 10 人 ０人 １人 

生徒は，朝の話し合い活動によって「話し合いのスキル」の上達

が少しずつ見られるようになっている。 
０人 12 人 １人 １人 

生徒は授業で，本気に取り組んだり，話し合いを積極的に行った

り，新しいものを創造する力が身についたりしている。 
１人 11 人 ２人 ０人 

あなたは，カリキュラム・マネジメントの視点を意識して日々の

授業に取り組んでいる。 
３人 10 人 １人 ０人 

あなたは，カリキュラム・マネジメントの視点を意識して職員会

議での行事の検討等を行っている。 
１人 ９人 ４人 ０人 

❼ 生徒の間で話し合う活動を通じて，友達の考えを受け
止めて，自分の考えをもつことができますか 

①当てはまる      ②どちらかといえば，当てはまる  

③どちらかといえば当てはまらない ④当てはまらない 

 

【資料24 生徒カリキュラム・マネジメントアンケートの一部】  

【資料25 教職員アンケート】 
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任をもった研究主任が本校のカリキュラム・マネジメントを推進していくことは，教職員への指示や依

頼だけでなく，実際に先頭に立って授業実践を進めたり，指導案を書くことで形式を提案したりするこ

とができた。押し付けではなく，一緒に研究を進めているという意識を高められた。リーダー項目から

も校長を中心に学校全体の運営を組織的に行い，研究主任として教職員を引っ張ることができたと感じ

ている（資料26）。 

 

実際に授業の進め方や指導案の書き方等を研究主任が担当する授業を通して教職員に示し検討して

いくことで，生徒の反応を見たり，例に習って文章を作ったりすることのヒントにつながったと考えて

いる。また，研究主任と教職員との距離が近く，さまざまな疑問や提案等を話し合い，研究の改善を進

めることができた。そういう意味では，指導の立場にある教務主任が研究を進める以上に，教職員の声

を吸い上げられた。そんな中，「研究によって長時間働くようになった」という意見が出た。確かに各

種カリキュラム・マネジメントシートは現職教育の時間に取り組んだが，教科のカリキュラム・マネジ

メントや指導案の検討等，勤務時間内では時間が足りなかった。上手に研修の時間を設けること，今回

の研修の流れをマニュアル化していくことで，できる限り効率よくカリキュラム・マネジメントが進め

られるようにしたい。時間をうまく使い，自校の教育目標の達成ができるように工夫する必要性を感じ

た。 

 

６ まとめ 

 ２年間，試行錯誤しながら研究を行ってきた。「カリキュラム・マネジメントの在り方に関する研究」

を進めるに当たって，当初は参考にできる実践も少なく，何をしてよいのか手探り状態であった。研究

の終着点が分からないまま，カリキュラム・マネジメントの考えの基本である教育目標の達成ができる

ように考えられる実践を積み重ねてきた。 

 研究を通して，改めて確認できたことは，学校という組織全体で一つの目標に向かって前進していく

ことの大切さである。学校の核である教育目標を意識して，教職員，生徒，地域が一枚岩となり，自校

の生徒に力を付けられるように学校行事，授業，生活指導等の実践を積み上げていくことが，新学習指

導要領にも大きく取り上げられている「カリキュラム・マネジメント」につながるということが分かっ

た。 

 私たちの研究は「正解」を見つけたわけではない。目の前の生徒，学校の環境等，日々の変化に対応

しながら，今後も学校目標の達成を目指し，組織を挙げて実りある実践を重ねていきたい。 

 リーダー項目 ４月 ９月 12 月 

25 校長は，教育と経営の全体を見通し，ビジョンを示している。 3.07 3.36 3.57 

26 
教頭は，ビジョンの具体化を図るために，学校として協働して取り

組む体制や雰囲気づくりに尽力している。 
2.93 3.14 3.29 

27 
主任や中堅教員は，ビジョンをもとにカリキュラムの工夫や研究推

進の具体策を示して実行している。 
2.71 3.21 3.36 

【資料26 カリキュラム・マネジメント検討用シート リーダー項目】 
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添付資料１            ＳＷＯＴ分析シート 

外部環境把握シート 

外部環境要因 客観的な特徴や事実 支援的に働く場合 阻害的に働く場合 

地域住民 

・卒業生が多く，PTA 活動に

も積極的で，コミュニティ

活動も活発である。 

・地域をよくしたいという

思いをもち，知識や経験が

豊富である。 

・共育ふれ合い活動等，地域

主催行事が活発に行われ

ている 

・学校での各種行事や総

合的な学習の時間等を

手助けしてくれる。 

・様々な情報を学校に与

えくれる。 

・学校を大切に思ってく

れる。 

・学校のよくない情報を

まわりに広げられるこ

とがある。 

・地域の方々の険悪な関

係を学校に持ち込んで

しまうことがある。 

・学校への思いが強すぎ

て活動とかみ合わない

ことがある。 

・地域の要望による教員

の仕事量が増加する。 

保護者 

・教育活動に熱心であり，協

力体制がしっかりしてい

る。 

・三世代同居の家族が多い。 

・学校の取組に対して生

徒を後押ししてくれる。 

・学校での各種行事，活動

をサポートしてくれる。 

・部活動の試合，練習試合

で郊外へ出る時等，生徒

の送迎をしてくれる。 

・生徒が規則正しい生活

をおくれるように指導

してくれる。 

・集金をしっかりと支払

ってくれる。 

・誤った情報が交錯して

保護者間に広がること

がある。 

・保護者の人間関係が生

徒に影響することがあ

る。 

・学校と保護者の関係が

くずれると，修復するの

に時間がかかる。 

・保護者と教員との距離

が近すぎて，関係が「な

あなあ」となっている。 

歴史・文化・自

然・産業 

・歴史ある古墳や寺がある。 

・五葉湖のシモバシラが有

名。 

・自然豊かである。 

・企業団地がある。 

・昔からの文化が引き継が

れている。 

・総合的な学習の時間に

活用できる。 

・企業訪問を通してキャ

リア学習を行うことが

できる。 

・学校行事を関係づけら

れる。 

・教職員が多忙なため，歴

史，文化，自然，産業等

を活用した指導をする

時間がつくれないでい

る。 

 

内部環境把握シート 

内部環境要因 客観的な特徴や事実 強みとして働く場合 弱みとして働く場合 

職員 

・少ない。 

・世代のバランスが良い。 

・コミュニケーションが

とりやすく，生徒につい

て相互理解ができる。 

・経験のある職員から若

手が様々なことを吸収

できる。 

・何事にも協力して取り

組むことができる。 

・人数が少ないため，校務

分掌が多く，様々な仕事

を経験でき，個々の能力

の成長につながる。 

・少人数なため，行事運営

や生徒指導等，目が届き

にくいところが存在す

る。 

・１人１人の仕事量が多

い。 

・行事の時，特に人手不

足。 

・勤労時間が増加し，体力

的に厳しい面もある。 

生徒 

・小規模で人数が少ない。 

・素直である。 

・協力的である。 

・３世代で暮らしている者

が多い。 

・こども園からほぼ同じメ

ンバーで中学校まで上が

ってきている。 

・教師の指示が通りやす

い。 

・授業に対して一生懸命

取り組む。 

・落ちついた雰囲気で行

事や学校生活を送るこ

とができる。 

・与えられた仕事に対し，

責任をもってこなすこ

とができる。 

・自分で考え，積極的に動

けない面がある。受け身

的である。 

・まわりのことを伺い，一

歩前に出られないこと

がある。 

・こども園から同じ人間

関係なため，ある意味生

徒同士牽制し合ってし

まうことがある。 

・他人に意見を上手に伝

えられないことがある。 
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○カリキュラム・マネジメント検討用シート一部の結果 

要素 
 

項目 
平
均 

ア 教育目標 

1 
学校全体の学力傾向やその他の実態，課題について，全教職員が共有

している。 
2.79 

2 
学校の教育目標や重点目標は，生徒や地域の実態を踏まえて設定され

ている。 
3.07 

3 
学校の教育目標や重点目標には，「生徒に身に付けさせたい力」や「め

ざす生徒像」が具体的に記述されている。 
3.07 

イ 

ＰＤＣＡ 

Ｐ（計画） 

4 
学校経営案や学年・各教科の指導計画等に示す目標や内容等は，それ

ぞれが連動するよう作成されている。 
2.50 

5 
学校経営案や学年・各教科の指導計画等に示す目標や内容の相互関連

が一目でわかるような全体計画や年間指導計画が作成されている。 
2.43 

6 
学習成果の評価（規準や方法，時期など）について，年度当初に計画

している。 
2.79 

ＰＤＣＡ 

Ｄ（実施） 

7 
あなたは，学校の教育目標や重点目標を意識して授業や行事に取り組

んでいる。 
2.93 

8 
あなたは，学年・各教科等に示す目標や内容の相互関連を意識して，

日々の授業を行っている。 
2.64 

9 
あなたは，既習事項や，先の学年で学ぶ内容との関連（系統性）を意

識して指導している。 
2.64 

ＰＤＣＡ 

 

Ｃ（評価） 

10 
あなたは，学校の年間指導計画の改善に役立つような記録（メモ）を

残している。 
2.36 

11 生徒の学習成果の評価だけでなく，授業の評価も行なっている。 2.43 

12 
学校として取り組んでいる授業研究が学校の課題解決に役立ってい

るかについて評価している。 
2.21 

ＰＤＣＡ 

 

Ａ（改善） 

13 年間学習指導計画の反省等を，次年度に向けた改善につなげている。 2.79 

14 
定期テストや全国学力状況調査等の分析結果を参考に，対象学年だけ

でなく学校全体の指導計画を見直し，改善している。 
2.64 

15 
定期テストや全国学力状況調査等の分析結果を参考に，対象学年だけ

でなく学校全体の具体的な指導法を見直し，改善している。 
2.50 

16 
あなたは，学校の授業研究の成果を日常の授業に積極的に生かしてい

る。 
2.86 

エ 

組織文化（カ

リキュラム文

化・組織文

化・個人的価

値観） 

21 
あなたは，学校として力を入れている実践（特色）を具体的に説明で

きる。 
3.07 

22 
あなたは，自己の知識や技能，実践内容を相互に提供しあう姿勢があ

る。 
2.93 

23 
あなたは，学級や学年を越えて，生徒の成長を伝えあい，喜びを共有

している。 
3.07 

24 
あなたは，自分の担当学年・教科だけでなく，学校の教育課程全体で，

組織的に生徒を育てていくという意識がある。 
2.57 

オ リーダーシップ 

25 校長は，教育と経営の全体を見通し，ビジョンを示している。 3.07 

26 
教頭は，ビジョンの具体化を図るために，学校として協働して取り組

む体制や雰囲気づくりに尽力している。 
2.93 

27 
主任や中堅教員は，ビジョンをもとにカリキュラムの工夫や研究推進

の具体策を示して実行している。 
2.71 

28 あなたは，立場や役割に応じてリーダーシップを発揮している。 2.79 

 

 

 

 

１４名の職員の点数の平均 

（最高は４） 
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カリキュラム・マネジメント実践報告（生徒会活動） 

生徒会活動担当 

１．本気 

教員主導ではなく，生徒会執行部が中心となって企画を考え，話し合い，実行できるよ

うに努めた。生徒たちが実践したいことを考えることで，

どの企画に対しても「本気」になって取り組むことができ

た。例えば，壮行会では，夏の総合体育大会で学校全体が

盛り上がるにはどうすればよいかを考え，全校生徒を応援

するキャラクターを作り，劇にして演じた。練習不足は感

じたが，生徒会執行部のメンバーは生き生きと役を演じて

いた。スポーツ集会では，運動が苦手な生徒も楽しめるこ

と，簡単なルールでできること，他学年との交流が深まる

ことを必須項目にして企画を考えた。当日は笑顔があふれ

る時間となり，この日の日記には楽しい時間を過ごせたと

書いている生徒がたくさんいた。 

 

２．話し合い 

生徒議会では，生徒議長が司会を行い，各学年の級長の４人で話し合う時間を設定し，

その後全体で共有した。各クラスの級長からアイデアをもらい，そのアイデアを基に生徒

会執行部で話し合いを進めていった。生徒会スローガンを決める話し合いでは，学校目標

の「感動」「創造」「貢献」をもとに意見を出し合った。話し合いの中では，「自ら動かな

いと感動は生まれない」「自分たちの力で新しい時代を創りたい」「感動・創造・貢献の輪

が未来にもずっと続いていくといい」というような意見が出た。最終的には「大夢真新」

に決まったが，学校目標を達成するための視点で様々な意見が出され，有意義な話し合い

となった。体育大会の生徒会種目を決める話し合いでは，前年度の反省点を確認した後に，

待ち時間が短く，来場者も応援できたり楽しんだりできる種目を考えた。今年度は体育大

会の形式がＡ・Ｂ組対抗戦に変更したため，学年を越えて協力して勝利を目指せるように

期待を込めて，「しっぽとり」を採用した。種目を盛り上げるために，しっぽをとられて

も復活できるようにする，ＢＧＭを流す，種目を開始する前に寸劇を入れるなどのアイデ

アも次々と出てきた。 

 

３．創造 

今年度の生徒会での挑戦の一つである全校作品の鶴文字は，まさに全校生徒やその保

護者，地域の人も巻き込んで創造するものである。文化祭では，生徒会執行部だけが活躍

して達成感を感じるのではなく，生徒一人一人が自分の創ったものが形になって感動す

る，達成感を感じる経験をしてほしいと願っている。折り紙で鶴を折ったことがない生徒

も多くいたが，３年生が中心となって１，２年生に折り方を教え，全校で作品作りにとり

かかっている。 
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カリキュラム・マネジメント実践報告（保健体育） 

３年保健体育担当 

１．本気・創造 

リレーを取り上げた本授業では，生徒を本気にさせる導入を意識し，まず陸上男子４

×１００ｍリレー日本代表の実際のレースの映像を見せた。そこには，ダッシュをしな

がらさらに前を向いた状態でバトンの受け渡しをする様子があり，生徒は驚きの表情を

見せた。さらに，ゴールタイムを見ると３８秒台で，一人一人の１００ｍタイムの合計

よりも速いことに気がついた。生徒からは「すげー」「こんな風にバトンパスをしてみ

たい」等の声が上がった。「じゃあ，こんな風にバトンパスをするにはどうしたらいい

かな」と問いかけると，「やっぱりたくさん練習するしかない」「スタートダッシュの

練習が必要」「でも，どんな練習がよいのかわからない」等の声があった。多くの練習

が必要であることはわかっているものの，具体的にどのような練習方法があるのか理解

していない生徒がほとんどであった。教師側が，「こんな練習方法があるからやってみ

よう」というのではなく，

わからないなりにも，生徒

たちに考えさせた。そこ

で，「ダッシュのスピード

を速くするために」「スム

ーズなバトンパスをするた

めに」等の課題を与え，ど

んな練習方法がよいのかを

レポートにまとめさせた。

右図のようにイラストをつ

けて説明する生徒もおり，

創造力をはたらかせながら

書き表した。 

 

２．話し合い 

リレーで重要になるのがバトンパスである。いかに速いスピードで確実にバトンの受

け渡しができるかがポイントである。スムーズなバトンパス実現のために「ダッシュマ

ーク」を使用した。リレーの場面では，当たり前に使われているものだが，生徒たちに

とっては新鮮なものだったようだ。ダッシュマークとは，前走者がどこにきたら次走者

がダッシュをし始めるのかを判断するための目印である。はじめのうちは戸惑いも見ら

れたが，練習を進めていくうちに，ダッシュマークの重要性に気づいた。しばらくする

と，話し合いの時間をとらなくても，グループ内で「バトンが渡せないから，ダッシュ

マークはもう少し手前にした方がいいんじゃないかな」「あと足一つ分後ろにしてみる

から，もう一回やろう」等，自然に話し合いを行っている様子が見られた。単元の最後

の記録会では，全グループがスピードに乗ったバトンパスをすることができた。 

 

 

【生徒が考案した練習メニュー】 
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生徒カリキュラム・マネジメントアンケート 

 

 

○学校での学習や生活についての以下の問いに，「①当てはまる」「②どちらかといえば，当

てはまる」「③どちらかと言えば当てはまらない」「④当てはまらない」で答えなさい。 

 

❶ 校長先生が，みんなにどんな力をつけてほしいと思っているのか理解していますか。 
 

❷ ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがありますか。 
 

❸ 難しいことでも，失敗を恐れず挑戦していますか。 
 

❹ 本気になって授業や行事に取り組んでいますか。 
 

❺ 友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか。 
 

❻ 生徒の間で話し合う活動を通じて，友達の話や意見を最後まで聞くことができますか。 
 

❼ 生徒の間で話し合う活動を通じて，友達の考えを受け止めて，自分の考えを持つことが

できますか。 
 

❽ 話し合い活動で，自分とは異なる意見や少人数の考えの良さを生かしたり，折り合いを

つけたりして話し合い，意見をまとめていますか。 
 

❾ 授業で自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりすることは難しいと思いま

すか。 
 

❿ 生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができて

いると思いますか。 
 

⓫ 授業で意見を発表する時，うまく伝わるように話の組み立てを工夫していますか。 
 

⓬ 生徒の間で話し合う活動を通じて，自分のこととして振り返ることができていると思

いますか。 
 

⓭ 生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えに自信をもつことができていると思い

ますか。 
 

⓮ 自分の考えを書く時，考えの理由がわかるように気を付けて書いていますか。 
 

⓯ ４００字詰め原稿用紙２~３枚の感想文や説明文を書くことは難しいと思いますか。 
 

⓰ 読書は好きですか。 
 

⓱ 昼休みや放課後，家庭で 1 週間に１冊以上本（教科書や参考書，漫画や雑誌は除く）

を読みますか。 
 

⓲ 自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取

り組んでいますか。 
 

⓳ 授業で学んだことを，他の授業や学習，普段の生活に生かしていますか。 
 

⓴ 授業で学んだことで，自分の考え方を変えたり，広げたりすることができましたか。 


